
経済センサス－活動調査の必要性 

 

 経済センサス－活動調査は、「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2005」（平

成17年６月21日閣議決定）等に基づき、全産業分野における事業所及び企業の経済

活動を同一時点で網羅的に把握することを目的として実施する。 

 

＜具体的意義＞ 

（１）国民経済計算や産業連関表の基礎資料を得るため、原則として全産業をカバ

ーする一次統計の情報の整備を図る。 

（２）サービス経済化の進展に伴い、国民経済に占める第３次産業のウエイトが高

くなっているにもかかわらず、この分野の統計が不足しており、かつ、体系的

に未整備となっていることから、この分野の統計情報の整備を図る。 

（３）事業所・企業を対象とする各種統計調査に提供する標本調査のための抽出条

件、裾切り条件、母集団復元のためのベンチマーク情報等の母集団情報の整備

を図る。 

（４）産業ごとの統計では当該産業に係る経済活動の実態しか把握できない一方、

事業所・企業の経済活動が多角化していることから、経済活動の多角化に対応

した統計情報及び母集団情報の整備を図る。 

（５）県民経済計算・市民経済計算や地域産業連関表の基礎資料として、また、地

域の実情に応じてきめ細かな施策を展開していくための基礎資料として、地域

の経済活動に関する一次統計の整備を図る。 

（６）地方消費税の清算、中小企業振興のための補助金分配等の行政施策のための

基礎情報の整備を図る。 

別添２ 
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